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二極化で明暗分かれる IPO 市場 

 

４月７日に政府から打ち出された緊急事態宣言で、国民挙げての不要不急の外出自

粛に十分な効果が見出せないまま１週間余りが経過してきた。２週間程度の潜伏期間

からして今週末の感染者数がどうなるのかに関心が寄せられる。この間の株式市場は

景気の先行き懸念が見込まれる一方で、海外株高、日銀による ETF 買いによる下支

え、１０８兆円規模の経済対策効果への期待などを背景に上値は重いが案外底堅い展

開が見られる。全体相場が戻り相場を演じる中で注目したいのは IPO 市場の動向だ。 

ここでの波乱相場は IPO 市場にも多大な影響をもたらしたことは多くの投資家に

はご理解頂いていると思われるが、それは公開価格に対して初値が割り込んだ銘柄が

過半数を超えたことでもわかる。２月７日のコーユーレンティア（７０８１）から４

月６日の松屋アールアンドデイ（７３１７）まで今年に入って IPO した２８銘柄のう

ち公開価格を初値が下回った銘柄は１８銘柄にも及んでいる。 

こうした状況下で上場承認の取り消しも相次ぎ、３月は１２銘柄、４月は 6銘柄が

取り消された。これらの中には今後の成長が期待された銘柄もあったに違いない。こ

の結果、４月 1６日までの IPO銘柄数は４6 から２８に減少した。このことで需給が

好転したのか、感染者拡大による先行き不安の中で大半の直近 IPO の株価は大きく下

落するに至ったが、実は初値が公開価格を下回った銘柄においてもその後急騰を演じ

ている銘柄も見出せる。コロナショック後の相場は確かにこれまでのような IPO前の

公開株購入、初値売りでの実現益確保といった流れを止めてしまった感があるが、実

はこの中で銘柄の選定次第では初値での投資で大きなリターンを得た投資家もいるこ

とを改めて知る必要があるだろう。市場には悲観一色では初値後の値下がりした局面

での投資でリターンを上げている投資家も存在することを認識して頂ければ幸いだ。

そこで今回は、どういう銘柄がそうした値動きを見せているのかを以下の 6銘柄の事

例で紹介しておきたい。 

①３月１０日 ビザスク（４４９０・M）ナレッジシェアリングプラットフォーム  

公開価格１５００円⇒初値１３１０円（▲１２．７％） 

⇒H１９０５円（３月１２日）⇒L９１０円（３月３０日） 

⇒４月１６日H１９８８円（L 比＋１１８．５％）時価１８７８円（同＋１０６．４％） 

②３月１３日 木村工機（６２３１・T2）空調システム機器 

公開価格２４００円⇒初値２０５０円（▲１４．６％）⇒L１６８７円（３月３０日） 

⇒４月１５日H３４５５円（同＋１０４．８％）／時価２８３５円（同＋６８．０％） 

③３月１９日 関通（９３２６・M）E コマース配送センター運営代行 

公開価格４９０円⇒１０３２円（＋１１０．６％）⇒L１００３円（３月１９日） 

⇒４月１６日H２８５０円（L 比＋１８４．１％）時価２８５０円  

④３月２６日 サイバーセキュリティクラウド（４４９３・M） 
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AI 活用サイバーセキュリティサービス 

公開価格４５００円⇒初値９２１０円（＋１０４．７％）⇒L９１５０（３月２６日） 

⇒４月１６日H２６１９０円（L比＋１８６．２％）時価２６０２０円 

⑤３月３０日 NexTone（７０９４・M）デジタルコンテンツ等著作権管理 

公開価格１７００円⇒初値１６６０円（▲２．４％）⇒L１５８０円（３月３０日） 

⇒４月１６日H６３００円（L 比＋２９８．７％）時価６１6０円 

⑥４月６日 松屋アールアンドディ（７３１７・M）自動車安全装置縫合システム開

発 

公開価格９１０円⇒初値８３８円（▲７．９％）⇒L８０５円（４月７日） 

⇒４月１４日H１９９０円（L 比＋１４７．２％）時価１７８０円 

 

社会混乱の中で多くの投資家は戸惑いを覚えているものと思われたが、こうした社会

の動きを逆手に取って極めて物色気運を高めている銘柄もあることが上記６銘柄の

IPO 後の株価変動を見ていると理解される。E コマース関連やサイバーセキュリティ

関連銘柄が物色気運を高めているほか、デジタルコンテンツの著作権管理など、長期

化しそうな新型コロナウイルス感染の影響を受けないと見られる銘柄群やむしろ恩恵

を受ける可能性のある銘柄への物色が見られることは市場の方向感を示していると言

えそうだ。ただ、これに対してカーブス HD（７０８５）やフォーラムエンジニアリ

ング（７０８８）のように真逆の評価を受けている銘柄群も数多く存在することは否

定できない。二極化によって醸成されている物色の潮流はこの先も、一定期間続くと

しても行き過ぎには注意が必要。感染の収束はまだ先となりそうだが、この大混乱が

落ち着けばまた違った潮流になると考えられるのかも知れない。 

 （東京ＩＰＯコラムニスト 松尾範久） 


